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        No. 2611
2022 年 11 月 28 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー

ル
大
会
。
日
本
は
１
次

リ
ー
グ
初
戦
で
強
豪
ド
イ

ツ
に
２

－

１
の
逆
転
勝
利

（
24
日
）。「
す
ご
い
。
歴
史

的
快
挙
だ
」「
前
半
戦
で
ダ

メ
か
と
思
っ
た
が
、
良
く

守
っ
た
」「
ド
イ
ツ
は
後
半

勢
い
が
落
ち
た
」「
途
中
出

場
の
選
手
が
躍
動
し
た
」

「
森
保
監
督
の
攻
勢
的
な

采
配
に
選
手
が
応
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

カ
タ
ー
ル
の
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
工
事
で
多
く

の
外
国
人
労
働
者
が
死
亡
。

「
英
紙
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の

報
道
で
は
こ
の
10
年
で
少

な
く
と
も
６
５
０
０
人
が

　

ア
ジ
ア
31
カ
国
、
69
政

党
が
参
加
す
る
ア
ジ
ア
政

党
国
際
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｐ
）
第
11
回
総
会
が
、「
世

界
の
平
和
、
繁
栄
、
協
力

を
目
指
す
対
話
の
強
化
に

向
け
た
政
党
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、「
ブ
ロ
ッ
ク
政

治
を
回
避
」
し
、「
対
話
と

交
渉
」を
行
う
こ
と
が「
紛

争
解
決
へ
の
唯
一
の
道
」

だ
と
述
べ
る
「
イ
ス
タ
ン

戦
争
の
心
配
の
な
い
ア
ジ
ア
を

　

相
違
点
を
平
和
的
に
解
決
す
る
外
交

　

努
力
を
強
調

　
　
　
　

ア
ジ
ア
政
党
国
際
会
議
総
会

大
軍
拡
で
な
く 

９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

　
　
　
　
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
骨
子

一
、
領
土
保
全
、
主
権
の
相
互
尊
重
、
相
互
の
不
侵
略
・

　
　

内
政
不
干
渉
、
平
等
と
互
恵
、
平
和
共
存
を
堅
持
す

　
　

る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
憲
章
の
原
則
を
再
確
認

一
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
を
超
え
地
域
の
全
政
党
に
開

　
　

か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
役
割
に
留
意

一
、
共
通
課
題
に
は
集
団
的
な
対
応
が
必
要
。
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

政
治
を
回
避
。
競
争
よ
り
も
協
力
を
強
調

一
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
重
大
な
懸
念
。
国
際
法
・

　
　

国
連
憲
章
を
守
り
な
が
ら
、
相
違
点
を
平
和
的
に
解

　
　

決
す
る
外
交
努
力
の
再
開
を
促
す

一
、
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
は
地
域
及
び
世
界
の
平
和
と

　
　

安
全
へ
の
脅
威
。
こ
こ
数
カ
月
の
核
を
巡
る
言
動
の

　
　

激
化
を
懸
念

一
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
地
域
協
力
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

　
　

結
び
つ
け
、
様
々
な
集
団
的
な
地
域
枠
組
み
の
強
化

　
　

の
た
め
協
力

ブ
ー
ル
宣
言
」
を
全
会
一

致
で
採
択
。
日
本
共
産
党

提
案
の
中
心
的
内
容
を
反

映
し
た
も
の
に
な
り
ま
し

た
。

  

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
全
体
会
合
で
発
言
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
批
判
し
、
平
和
的
解

決
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、「
地
域
の
全
て
の
国
を

包
み
込
む
包
摂
的
な
平
和

の
枠
組
み
」
を
目
指
し
て

い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
協
力

し
、「
ア
ジ
ア
を
戦
争
の
心

配
の
な
い
地
域
に
し
て
い

く
た
め
に
力
を
つ
く
そ

う
」
と
述
べ
、「『
核
兵
器

の
な
い
世
界
』
を
実
現
す

る
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

世
界
に
発
信
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

首
長
九
条
の
会  

総
会
と
集
い

平
和
を
希
求
す
る
思
い
発
信

　

自
治
体
の
首
長
と
そ
の

経
験
者
に
よ
る
「
全
国
首

長
九
条
の
会
」
の
総
会
と

市
民
の
集
い
が
12
日
、
都

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
改
憲
勢
力

が
国
会
発
議
に
必
要
な
３

分
の
２
の
議
席
を
両
院
で

確
保
し
、
改
憲
策
動
を
加

速
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
に

懸
念
を
表
明
。
自
民
党
と

統
一
協
会
の
憲
法
９
条
へ

の
自
衛
隊
明
記
な
ど
の
主

張
を
批
判
し
、
草
の
根
の

運
動
と
広
く
連
携
し
９
条

を
擁
護
す
る
運
動
を
進
め

る
と
の
活
動
方
針
と
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
12
日
現
在
で
現

職
11
人
を
含
む
１
２
６
人

の
会
員
を
擁
し
、
所
属
や

立
場
・
信
条
の
違
い
を
超

え
て「
憲
法
９
条
の
擁
護
」

の
一
点
で
力
を
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
共
同
代
表
の
松

下
玲
子
武
蔵
野
市
長
は

「
平
和
を
希
求
す
る
思
い

を
し
っ
か
り
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
発
言
し
ま
し

た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

死
亡
し
て
い
る
と
い
う
」

「
EU
は
カ
タ
ー
ル
の
人
権

状
況
を
め
ぐ
っ
て
非
難
す

る
決
議
を
採
択
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

寺
田
稔
総
務
相
が
辞
任

ク
ー
プ
報
道
を
も
と
に
テ

レ
ビ
や
新
聞
が
追
及
し
て

い
た
」「
松
本
大
臣
は
22
日

の
本
会
議
場
で
の
居
眠
り

を
指
摘
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
21
日
今
年
に
入
っ
て
か

ら
の
死
者
が
３
万
人
を
超

え
た
」「
政
府
は
第
８
波
で

は
行
動
規
制
や
飲
食
店
の

時
短
営
業
な
ど
要
請
し
な

い
考
え
だ
」「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
同
時
流
行
が
心

配
だ
」「
医
療
機
関
へ
の
支

障
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
。「
24
日
、ロ
シ
ア
が

侵
攻
を
始
め
て
９
カ
月
が

経
っ
た
」「
ロ
シ
ア
は
発
電

所
な
ど
イ
ン
フ
ラ
施
設
へ

の
攻
撃
を
繰
り
返
し
て
い

る
」「
氷
点
下
の
な
か
広
範

囲
で
停
電
や
断
水
が
発
生

し
て
い
る
」「
国
連
安
保
理

の
緊
急
会
合
で
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
テ
ロ
と
批
判
し
た
」

「
武
力
に
よ
ら
ず
戦
争
を

終
わ
ら
せ
る
交
渉
が
必
要

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

統
一
協
会
問
題
。「
24

日
、
被
害
者
救
済
の
た
め

の
新
法
の
概
要
が
出
さ
れ

た
」「
被
害
者
救
済
に
は
全

く
役
立
た
な
い
」「
共
産
党

の
小
池
書
記
局
長
は
献
金

の
強
要
が
マ
イ
ン
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
下
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
点
な
ど
を
指
摘
し

た
」「
被
害
の
救
済
に
取
り

組
む
弁
護
士
ら
が
被
害
者

か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る

被
害
対
策
弁
護
団
を
結
成

軍事費増やして生活壊すな！改憲反対！カル
ト癒着の政治を正せ 11・30 in 日比谷野音

　　11 月 30 日（水）午後 6 時半～
日比谷野外音楽堂　集会後国会誓願デモ
主催：総がかり行動実行委員会など

講演会『日本を再び「戦場」にしないために』
講師：布施祐仁氏（「日米同盟・最後のリスク」の著者）

　　　日時：12 月 4 日（日）19:00 ～
会場：武蔵野スイングビル 10 階 スカイルーム
　　　JR 中央線「武蔵境駅」北口から徒歩 2 分
資料代：500 円（高校生以下・障がい者無料）
主催：むさしの憲法市民フォーラム

　

ト
ヨ
タ
が
２
０
１
６
年

に
米
国
に
設
立
し
た
「
ト

ヨ
タ
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」（
Ｔ
Ｒ

Ｉ
）は
、マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
な

ど
と
連
携
し
、
自
動
運
転

や
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

先
端
技
術
の
研
究
、
開
発

と
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ト
ヨ
タ
研
究
所
に
米
軍
事
資
金

   
Ａ
Ｉ
な
ど
先
端
技
術
開
発
拠
点

　

日
米
一
体
の
「
軍
産
学
複
合
体
」
づ
く
り

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｒ
Ｐ
の

初
代
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ギ
ル
・
ブ

ラ
ッ
ト
氏
は
ダ
ー
パ
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー

で
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
と
ダ
ー
パ
・
米

軍
と
の
つ
な
が
り
は
、「
軍

産
学
複
合
体
」
づ
く
り
が

日
米
一
体
で
進
め
ら
れ
て

い
る
危
険
な
実
態
を
示
し

て
い
ま
す
。

（
注
）
ダ
ー
パ
（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ

Ａ
）
と
は

　

米
国
防
総
省
の
国
防
高

等
研
究
計
画
局
。
主
な
任

務
は
科
学
者
と
軍
事
研
究

の
仲
立
ち
。
軍
事
に
転
用

可
能
な
研
究
に
研
究
費
を

拠
出
し
て
技
術
開
発
の
手

引
き
を
す
る
組
織
。

ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
は
「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
の
取
材
に
対
し
、

「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
と
Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
の

連
携
事
業
で
ダ
ー
パ
と
米

海
軍
の
資
金
援
助
を
受
け

て
い
ま
し
た
」
と
認
め
ま

し
た
。
資
金
提
供
だ
け
で

水と重水の分離効率的手法開発
　京都大など研究グループ

　科学誌『ネイチャー』電子版

　

沸
点
な
ど
性
質
が
似
て

い
る
水
と
重
水
を
効
率
良

く
分
離
す
る
手
法
を
、
京

都
大
学
の
北
川
進
特
別
教

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

開
発
し
ま
し
た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
有

機
物
と
金
属
イ
オ
ン
が
結

合
し
た
３
次
元
の
格
子
構

造
を
持
つ
「
多
孔
性
配
位

高
分
子
」（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
を
活

用
。
格
子
の
ナ
ノ
（
10
億

分
の
１
）
メ
ー
ト
ル
サ
イ

ズ
の
孔
に
、
水
と
重
水
の

通
過
量
に
差
が
付
く
扉
の

役
割
を
担
う
分
子
を
組
み

込
ん
だ
と
こ
ろ
、
従
来
の

１
０
０
倍
以
上
の
分
離
効

率
が
確
認
で
き
た
と
い
い

ま
す
。

　

原
発
で
発
生
す
る
ト
リ

チ
ウ
ム
（
３
重
水
素
）
水

を
、
排
水
か
ら
効
率
的
に

除
去
す
る
道
を
開
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
葉
が

き
れ
い
」「
神
宮
外
苑
の
イ

チ
ョ
ウ
並
木
は
再
開
発
計

画
で
伐
採
さ
れ
る
た
め
、

反
対
運
動
が
行
わ
れ
て
い

る
」

自
民
党
の
統
一
教
会
汚

染  

追
跡
３
０
０
０
日

　
　
鈴
木
エ
イ
ト
著

　
　
　
　

小
学
館

　
　

￥
１
６
０
０
＋
税

　

２
０
０
２
年
に
偽
装
勧

誘
の
現
場
に
遭
遇
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
追
跡
を

始
め
、
何
人
も
の
人
を
救

出
し
た
と
い
う
。
統
一
教

会
の
TV
局
の
映
像
を
追
い
、

現
場
に
足
を
運
ぶ
追
跡
は

ま
さ
に
謎
解
き
で
あ
る
。

　

自
民
党
議
員
を
個
別
に

教
育
し
て
海
外
の
集
会
に

参
加
さ
せ
る
な
ど
、「
汚

染
」
実
態
が
見
え
る
。
狙

い
は
統
一
教
会
の
政
治
団

体
と
し
て
自
民
党
を
支
配

す
る
こ
と
。
統
一
教
会
を

利
用
し
て
き
た
自
民
党
だ

が
、
ミ
イ
ラ
と
り
が
ミ
イ

ラ
に
な
る
と
い
う
関
係
だ
。

日
本
の
独
立
、
民
主
主
義

に
と
っ
て
重
大
な
問
題
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

（
20
日
）。「
事
実
上
の
更
迭

だ
」「
１
カ
月
で
３
人
の
閣

僚
の
辞
任
は
異
常
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

松
本
新
総
務
大
臣
、
政

治
資
金
規
正
法
違
反
の
疑

惑
。「
ホ
テ
ル
の
収
容
人
数

以
上
の
パ
ー
テ
ィ
券
収
入

の
問
題
だ
」「
赤
旗
の
ス


